








































































































































































置く椋文学の原点でもある。ユーモラスな頓智に満ちて楽しいが単純な笑い話 は一味違う民衆の代弁者としての 語である。節約を重ねながら貧しい生活を強いられる民衆から際限なく絞り取ろうとする政治への批判は 封建時代ばかりでなく現代社会にもそのまま通じる のである。時代の雰囲気をそのまま語れば暗く悲惨なものになったに違いない物語が楽しい笑いを伴うということは、民衆文学として注目すべき点である。これ 民衆 自ら考え出した時代を乗り越えるための方策であろう。






















































り合って知り得たことであった。あらゆる層への提案として、県立図書館は間接サービスの図書館であり、市町村立図書館・公民館図書部は直接サービスの図書館という立場に立って行うという案である。そこで県立 は農政部・県農協と協同「農業文庫」編み出した。農家の人に読んでもらいたいものを市町村の図書館や公民館に送り込む。読書によって農業の新しい知識や技術を導入し、農村を蘇らせよう する である。そしてもう一つが「母と子の二十分間読書運動」である。県立図書館が中心となり、地域へのサービス活動を次々にしかも活発に展開し、実践するというのである。
五 　母と子の二十分間読書運動とは
















　椋のことを「読書運動に命を燃やした人」とまで言わしめたのである。椋の た狙いはそこにあった。　まず、子どもが音 をする。子どもが音読をする とで母は聞くだけで、知識 得たり、物語を味わったりすることがで
きる。また、読んでもらう心地よさを味わえる 親子で同じ本を読むことで共通の話題ができる。時には、同じ所で感動する感性を共有することができるのである。子どもが本を読んでいる時は、子どもと二人だけの時間を過ごすことができるのであ 。子どもにとって母親を独占できる時でもある 母 にとっても子どもの学習に関わることが き、子どもの本 読む意欲を継続させるこ に繋がるのである。
　椋作品には、子どもと一緒に必ず親が登場する。子どもを見守る温かい大人の眼差しが感じられる。それは語り手として















































五十四）年、椋夫妻は喬木村の地に別荘を建て、夏季に訪れていたと う 一九八七（昭和六十二）年十一月には、喬木村名誉村民第一号に推挙されている。 九二 平成四）年八月に椋鳩十記念館・図書館が開館している。





































































21） 『近代日本図書館の歩み 　地方篇』一九九二（平成４）年３月 　日本図書館協会
（
22） 『人・出会いのすばらしさ︱椋鳩十 わんぱく時代』一九九〇（平成２）年２月 　あすなろ書房
（
23） 『父 　椋鳩十物語』一九九七（平成９ 年６月 　理論社
（
24）鹿児島市内にある私立短期大学。一九六五（昭和
40）年に設置された。２学科５専攻と１学科からなる。椋に関する資料が附属博物館に保存されている。
（
25） 『新訂増補 全国文学碑総覧』二〇〇六（平成
18）年
12月 　日外アソシエーツ

